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内容の要旨および審査の結果の要旨
これまでに、性格傾向とストレスに対する下垂体前葉ホルモン反応の個体差との関連性や、下
垂体前葉予備能とうつ病や神経性食思不振症などの情緒障害との関連性が研究され、上位脳中枢
機能を下垂体機能から探ろうとする試みがなされてきた。今回、性格傾向と下垂体前葉機能の個
体差との関連性を検討し、以下の結果を得た。
１健常成人男子96名に、６つの心理テストすなわち、CornelMedicallndex，SelfRating
QuestionaireforDepression，MaudslayPersonlitylnventory，ManifestAnxiey
ScaleおよびPicture-FrustrationStudyを施行した。数量化理論第三類によって、全評点
から以下の４つの性格特性を得た。すなわち、１）攻撃的神経症的傾向、２）常識的適応性、
３）自我強調、４）罪償感。
2．この４つの性格特性を指標としたクラスター分析によって、被験者を以下の５群に分けるこ
とができた。すなわち、１）正常型（、＝４４）、２）罪償型（ｎ＝１６）、３）不適応型（ｎ＝
４）、４）自我強調型（ｎ＝９）、５）過剰適応型（ｎ＝６）。
３．被験者のうち１３人を対象に、３か月間隔で年４回ＴＲＨ、ＬＨ－ＲＨテストを施行してＴＳＨ、
prolactin、ＬＨおよびＦＳＨについて反応性の年間恒常性を検討した。また、２５人を対象に
通常量負荷と10分の１量負荷のＴＲＨ、ＬＨ－ＲＨテストを施行した。その結果、４種のホルモ
ンの基礎値の高さと反応性の良し悪しに認められた個体差には年間恒常性があり、また、負荷
量を変えてもこのような個体差が一定であったことから、ヒトの下垂体前葉予備能には恒常的
な個体特異性のあることが示唆された６
４性格類型間で下垂体前葉予備能を比較すると、過剰適応群では正常群および罪償群よりも
prolactin基礎値が低く、またＬＨの反応性が自我強調群および罪償群よりも低かった。
以上の結果より、ヒトの下垂体前葉予備能には恒常的な個体特異性があり、また、その個体特
異性と性格傾向とに相関が認められ、性格傾向を生理機構としてとらえ得る可能性が示唆された。
以上、本研究は神経内分泌学的に心身相関を明らかにした点で価値ある論文と評価された。
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